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要点

● 2016年11月期 実績
・前期比で減収、営業利益ベースでは7期連続増益
・衣料繊維事業、産業機材事業は増益

● 2017年11月期 業績予想
・前期比で増収、営業利益ベースで減益
・衣料繊維事業と産業機材事業は増収増益

●ＲＮ130第1次中期経営計画
・2019年度に売上高1,200億円、営業利益90億円以上を目標
・ROE 7％ 以上を目指す

●株主還元
・１株あたり年間22円を予定（普通配当20円＋創立120周年記念配当2円）
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Ⅰ.2016年11月期 実績
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1． 連結業績の概要について

2016年11月期 実績は前期比で減収、営業利益ベースでは７期連
続増益

※当社の連結子会社は47社、持分法適用会社は3社となっております（前期末比＋3社）。

金額(百万円) 比率（％）

売上高 100,477 102,854 100,982 -1,872 -1.8% 98.0%

営業利益 6,028 7,342 7,620 277 3.8% 117.2%

（営業利益率） 6.0% 7.1% 7.5% 0.4% － －

経常利益 6,635 7,799 7,649 -150 -1.9% 112.5%

特別損益 -906 -688 -59 628 － －

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,572 4,690 5,002 311 6.6% 113.7%

ＲＯＥ 4.6% 5.9% 6.2% 0.3% － －

直近実績

項目
通期予想
進捗(%)

前期比増減2014年度
実績
（百万円)

2015年度
実績
（百万円)

2016年度
実績
（百万円)
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2． セグメント別業績の概要について

金額(百万円) 比率(％)

売上高 41,719 37,556 -4,162 -10.0%

営業利益 2,162 2,610 447 20.7%

（営業利益率） 5.2% 6.9% +1.7P -

売上高 19,099 18,775 -324 -1.7%

営業利益 877 1,023 146 16.7%

（営業利益率） 4.6% 5.4% +0.8P -

売上高 32,891 34,592 1,700 5.2%

営業利益 5,464 5,108 -355 -6.5%

（営業利益率） 16.6% 14.8% -1.8P -

売上高 9,142 10,055 912 10.0%

営業利益 478 498 19 4.1%

（営業利益率） 5.2% 5.0% -0.2P -

その他調整額 営業利益 -1,641 -1,621 20 -

売上高 102,854 100,982 -1,872 -1.8%

営業利益 7,342 7,620 277 3.8%

（営業利益率） 7.1% 7.5% +0.4P -

前期比増減

衣料繊維事業

産業機材事業

人とみらい開発事業

生活流通事業

合計

2015年度
実績

（百万円)

2016年度
実績

（百万円)
セグメント 項目

衣料繊維事業、産業機材事業で増益
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3． 衣料繊維事業の概況について

＜業績概要（対前期比） ＞
学校制服用素材において価格改定前の駆込み
需要があった反動や、汎用糸等低収益品の販
売を絞り込んだ事等が影響し、減収となるも、
国内外の生産販売体制見直しや、機能素材等
の高付加価値商品の拡販により、高収益体制
の確立を推し進めた結果、増益となりました。

売 上 高

営業利益

37,556百万円 前期比 10.0％減

2,610百万円 前期比 20.7％増

通期実績 前期比 減収増益

＜2016年11月期重点施策の実施状況＞
①高収益事業の拡大
⇒戦略商材「ＭＩＲＡＩＺ」の開発。(ニッケ独自の「売れる」商品)
⇒国内外生産販売体制の再構築による効果の実現

②新規市場の創造
⇒防刃･防炎素材の開発。(ニッケ独自の「売れる」商品)



２０１６年１１月期 決算説明資料

8

4． 産業機材事業の概況について

＜業績概要（対前期比）＞
ＯＡ機器用資材や空気清浄機用フィルターの
不振により微減収となりましたが、車載電装品
製造ラインのファクトリーオートメーション（ＦＡ）
装置やスポーツ関連用品が好調に推移した結
果、増益となりました。

売 上 高

営業利益

18,775百万円 前期比 1.7％減

1,023百万円 前期比 16.7％増

通期実績 前期比 減収増益

＜2016年11月期重点施策の実施状況＞

①事業拡大への取組み

②独自性のある商品開発

⇒海外拠点（中国･タイ）の製造販売体制強化。
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5． 人とみらい開発事業の概況について

＜業績概要（対前期比）＞
賃貸事業やソーラー売電事業が引き続き堅調
に推移した事や建設事業の受注増加により、
増収となりましたが、下期に「ニッケパークタウ
ン」の本館リニューアルに伴い一部店舗が休業
した事や工事費用が嵩んだ影響で、減益となり
ました。

売 上 高

営業利益

34,592百万円 前期比 5.2％増

5,108百万円 前期比 6.5％減

通期実績 前期比 増収減益

＜2016年11月期重点施策の実施状況＞
①所有不動産の収益強化
⇒ニッケパークタウン大規模リニューアル。

②地域密着型の施設展開による事業拡大

⇒介護施設の新規開業。キッズ事業、ＦＣ事業の新規出店。
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6. 生活流通事業の概況について

＜業績概要（対前期比）＞
下期から家具卸販売会社のミヤコ商事㈱が連
結対象に加わった事が寄与し増収となりました。
加えて、寝装品及びインテリア用品の製造・販
売を主とするEコマース事業が好調に推移し利
益面で貢献した結果、増益となりました。

売 上 高

営業利益

10,055百万円 前期比 10.0％増

498百万円 前期比 4.1％増

通期実績 前期比 増収増益

＜2016年11月期重点施策の実施状況＞

①安定した収益確保の追求

②事業規模拡大、新規事業へのチャレンジ

⇒新たにＭ＆Ａを実施（期中２件）。



２０１６年１１月期 決算説明資料

11

7. 連結B/S・連結C/F（単位：百万円）

前期末 当期末

2015/11/30 2016/11/30

65,366 63,921 -1,444

68,229 67,422 -807

有形固定資産 39,599 42,026 2,427

無形固定資産 1,035 1,342 307

投資その他の資産 27,594 24,052 -3,542

133,595 131,343 -2,251

33,784 31,579 -2,204

有利子負債 13,735 11,174 -2,560

18,003 17,608 -394

有利子負債 3,144 4,239 1,094

51,787 49,188 -2,599

73,378 76,754 3,375

資本金 6,465 6,465 -

資本剰余金 4,543 4,503 -40

利益剰余金 72,004 74,121 2,116

自己株式 -9,635 -8,336 1,299

7,432 4,451 -2,980

996 949 -47

81,807 82,155 347

133,595 131,343 -2,251

増　減

負債合計

株主資本

その他包括利益累計額

非支配株主持分

純資産合計

負債・純資産合計

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

連結貸借対照表

6,845 9,514 2,668

-2,324 -6,590 -4,265

-4,909 -3,361 1,548

-388 -437 -49

164 17 -147

-13 － 13

14,686 14,265 -420

連結ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ計算書(要旨)
前期

2014.12.1～

2015.11.30

当期
2015.12.1～

2016.11.30

増 減

現金及び現金同等物の期末残高

営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

トータルキャッシュフロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額
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2016年11月期の設備投資実績(資産計上)は約60億円で、主にはニッケパークタウンのリニューアル関連費
用で約16億円、衣料繊維工場再編関連で約5.7億円、介護施設新設で約3.4億円等を実施。その他では
TSUTAYA BOOK STORE ららぽーとEXPOCITY出店、ガスコージェネレーション他製造設備導入、ニッケコル
トンプラザの一部リニューアル等。なお、当期に実施を予定していた千葉県市川市、兵庫県加古川市の介護
施設新設は2017年11月期への繰越しとなりました。
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Ⅱ．2017年11月期 業績予想
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9. 2017年11月期業績予想の概要

● 2017年11月期業績予想
・RN130第１次中期経営計画の初年度
・前期比で増収、営業利益ベースで減益
・衣料繊維事業と産業機材事業は増収増益

●各事業の重点施策 【キーワード】
＜衣 料 繊 維＞既存事業の維持拡大、新規市場の創造
＜産 業 機 材＞海外生産販売体制の構築、ニッチな市場でシェアーＮｏ．１
＜人とみらい開発＞地域のニーズを捉え具現化
＜生 活 流 通＞新規事業の発掘、異業種分野への参入
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10.  2017年11月期業績予想（全体）

2017年11月期業績は増収、営業利益ベースで減益

2017年11月期の業績予想は、連結売上高1,070億円、営業利益74億円、経常利益77億円、親会社株
主に帰属する当期純利益50億円の見通し。ROEは 6.0％以上を見込む。

金額(百万円) 比率（％）

売上高 100,982 107,000 6,018 6.0%

営業利益 7,620 7,400 -220 -2.9%

（営業利益率） 7.5% 6.9% -0.6% －

経常利益 7,649 7,700 51 0.7%
親会社株主に帰属する

当期純利益 5,002 5,000 -2 0.0%

ＲＯＥ 6.2% 6.0% -0.2% －

前期比増減2016年度
実績

（百万円)

2017年度
業績予想
（百万円)
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11.  セグメント別業績予想

注）上記売上高には、セグメント間の売上高を含みます。

2016年度 2017年度

セグメント 項目 実績 業績予想

（百万円） （百万円） 金額（百万円） 比率（％）

売上高 37,924 40,500 2,576 6.8%
営業利益 2,610 2,700 90 3.4%
（営業利益率） 6.9% 6.7% -0.2% -
売上高 19,377 20,550 1,173 6.1%
営業利益 1,023 1,260 237 23.2%
（営業利益率） 5.3% 6.1% 0.9% -
売上高 35,397 34,700 -697 -2.0%
営業利益 5,108 4,850 -258 -5.1%
（営業利益率） 14.4% 14.0% -0.5% -
売上高 10,553 12,800 2,247 21.3%
営業利益 498 490 -8 -1.6%
（営業利益率） 4.7% 3.8% -0.9% -
売上高 -2,271 -1,550 721 -
営業利益 -1,621 -1,900 -279 -
売上高 100,982 107,000 6,018 6.0%
営業利益 7,620 7,400 -220 -2.9%
（営業利益率） 7.5% 6.9% -0.6% -

前期比増減

生活流通事業

その他調整額

合計

衣料繊維事業

産業機材事業

人とみらい開発事業

衣料繊維と産業機材で増収増益を計画
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＜2017年度 重点施策＞
・戦略商材「ＭＩＲＡＩＺ」の投入による高収益事業の拡大。
・新規市場の創造
⇒機能素材（防炎素材・防刃素材等）の拡販。
海外グループ会社を戦略拠点とした海外向け事業の拡大

12． 衣料繊維事業の重点施策

37,924 
40,500 

45,000 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2016 2017 2019

連結売上高
百万円

2,610 2,700 

3,300 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2016 2017 2019

連結営業利益百万円

2017年度 売上高

2017年度 営業利益

40,500百万円 前期比 6.8％増

2,700百万円 前期比 3.4％増

（参考）
中計最終年度

（参考）
中計最終年度

実績 予想 予想 実績 予想 予想
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＜2017年度 重点施策＞

・自動車向け産業用資材は現地生産も含めデリバリー・品質・コストでの優位性を確保。

・環境用フィルターはアジア市場をターゲットとした開発・製造体制の強化。

・産業用自動機器は海外でも通用する設計・サービス・コストを実現。

13． 産業機材事業の重点施策

2017年度 売上高

2017年度 営業利益

20,550百万円 前期比 6.1％増

1,260百万円 前期比 23.2％増

19,377 
20,550 

23,044 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
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連結売上高
百万円

1,023 

1,260 

1,692 

0

500

1,000

1,500

2,000

2016 2017 2019

連結営業利益
百万円

（参考）
中計最終年度 （参考）

中計最終年度

実績 予想 予想 実績 予想 予想
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14． 人とみらい開発事業の重点施策

2017年度 売上高

2017年度 営業利益

34,700百万円 前期比 2.0％減

4,850百万円 前期比 5.1％減

＜2017年度 重点施策＞

・商業施設運営事業においてリニューアルによる顧客満足の向上。

・介護・保育事業においてニッケブランドが根付いた地域での拠点開発。

・フランチャイズ事業、キッズ事業（屋内型会員制遊戯施設）の新店出店による拡大。

35,397 34,700 

40,900 

0

10,000
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30,000

40,000

50,000
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連結売上高
百万円

5,108 4,850 
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0
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3,000
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5,000
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連結営業利益
百万円

（参考）
中計最終年度

（参考）
中計最終年度

実績 予想 予想 実績 予想 予想
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15. 生活流通事業の重点施策

2017年度 売上高

2017年度 営業利益

12,800百万円 前期比 21.3％増

490百万円 前期比 1.6％減

＜2017年度 重点施策＞

・新たなＭ＆Ａを実施し、それぞれの事業を拡大。

・グループ会社「ナイスデイ」「ミヤコ商事」をＥコマース販売のプラットフォームと位置付け、

新たな物流拠点の確立に着手

10,553 

12,800 
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0
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連結売上高
百万円
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0
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Ⅲ．ＲＮ130第1次中期経営計画
（要旨）
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将来に向けた成長事業の育成
海外事業の強化・拡大
低採算事業の見直しによる資産効率の改善
継続的なＲＯＥの向上
事業領域の広がりによるグループ間の「シナジー効果」「連携」の強化
事業の広がりに対応した人財の確保

「ＲＮ130ビジョン（リニューアル・ニッケ130ビジョン）」を策定し、経営理念で
ある“情熱と誇りを持ってチャレンジしていく”次なる目標として、今後10年
間のニッケグループの目指す方向性、企業像、経営戦略を再構築する。

16.  前中期経営計画（2013～2015）の振り返り
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2019年度目標

■売上高 1,200億円以上

■営業利益 90億円以上

■ＲＯＥ 7.0％以上

２０１９年２０１７年

ＲＮ１３０第１次中期経営計画（３ヶ年）

基本戦略

①成長事業と新規事業への資源の重点配分

②海外ビジネスの拡大

③資産効率の改善

④事業部内再編によるシナジー効果の創出

中長期ビジョンＲＮ１３０ビジョン

未開の分野に目を向け、「高機能商品」「地域

Ｎｏ．１サービス」の開発と提供へ挑戦し、「みら

い生活創造企業」を目指します。

１０年後、さらにその先へ

前年より成長を

＜経営理念＞

"人と地球に「やさしく、あったかい」企業グループとして、

わたしたちは情熱と誇りをもってチャレンジして行きます。"

17.  ＲＮ130第1次中期経営計画 ～位置付け～
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②海外ビジネスの拡大
・海外拠点を活用した事業拡大
・制服ビジネスの海外展開
・産業機材事業における海外生産・販売体制の確立

①成長事業と新規事業への資源の重点配分
・衣料繊維事業における機能素材の拡大
・ライフサポートビジネス（介護、保育、キッズ、健康・スポーツ関連）の拡大
・Ｅコマースビジネスの拡大
・自動車関連事業の拡大

③資産効率の改善
・遊休地（社宅・工場跡地など）の再開発
・低収益事業用地の再々開発

④事業部内再編によるシナジー効果の創出

18.  ＲＮ130第1次中期経営計画 ～基本戦略～
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19.  ＲＮ130第1次中期経営計画 ～事業区分と投資方針～

・事業領域をその成長段階に分け、最適な事業ポートフォリオを組み立てる
・不動産事業、ユニフォーム、商業施設運営（ショッピングセンター）での安定収益を基盤として、成
長事業への重点投資を行う
・特定の事業に集中するリスクを考慮した分散投資を行う
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売上高 102,854 100,982 120,000 19,018 18.8%

営業利益 7,342 7,620 9,000 1,380 18.1%

（営業利益率） 7.1% 7.5% 7.5% 0.0% －
親会社株主に帰属する

当期純利益 4,690 5,002 6,300 1,298 25.9%

ＲＯＥ 5.9% 6.2% 7.0% 0.8% －

2019年度
目標
（百万円)

項目
2015年度
実績
（百万円)

2016年度
実績
（百万円)

2016年度比増減

金額(百万円) 比率（％）

2019年度には売上高1,200億円以上、営業利益90億円以上を
目標とする。ＲＯＥは7.0％以上を目指す。

20.  ＲＮ130第1次中期経営計画 ～全体目標～
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21.  ＲＮ130第1次中期経営計画 ～セグメント別目標～

売上高 42,248 37,924 45,000 7,076 18.7%

営業利益 2,162 2,610 3,300 690 26.4%

（営業利益率） 5.1% 6.9% 7.3% 0.5% -

売上高 19,573 19,377 23,044 3,667 18.9%

営業利益 877 1,023 1,692 669 65.4%

（営業利益率） 4.5% 5.3% 7.3% 2.1% -

売上高 34,108 35,397 40,900 5,503 15.5%

営業利益 5,464 5,108 6,250 1,142 22.4%

（営業利益率） 16.0% 14.4% 15.3% 0.9% -

売上高 9,616 10,553 15,807 5,254 49.8%

営業利益 478 498 711 213 42.8%

（営業利益率） 5.0% 4.7% 4.5% -0.2% -

売上高 -2,691 -2,271 -4,751 -4,751 109.2%

営業利益 -1,641 -1,621 -2,953 -1,332 -

売上高 102,854 100,982 120,000 19,018 18.8%

営業利益 7,342 7,620 9,000 1,380 18.1%

（営業利益率） 7.1% 7.5% 7.5% 0.0% -

産業機材事業

人とみらい開発事業

生活流通事業
（旧コンシューマー事業）

合計

その他調整額

セグメント
2019年度
目標
（百万円)

2016年度比増減

衣料繊維事業

比率（％）

2016年度
実績
（百万円)

金額(百万円)
項目

2015年度
実績
（百万円)

各事業既存事業の維持拡大、新規事業の創出により増収増益を目指す。

※各事業の売上高にはセグメント間の売上を含む。
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豊かな地球環境を次世代に引き継ぐために、地球環境保全を企業経営にお
ける優先課題とする。

文化事業やスポーツなどの振興に積極的な支援を行い、社会に貢献する企
業としての使命と責任を果たす。

長期安定的に企業価値を向上させるためには、コーポレートガバナンスの強
化が重要であると認識し、「経営理念」「経営方針」に則り、企業の透明性を
確保すると共に、株主をはじめとする多様なステークホルダーの皆さまから信
頼される経営を目指す。

22. ＲＮ130第1次中期経営計画 ～ＥＳＧの観点～

Ｅ（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 環境）

Ｓ（Ｓｏｃｉａｌ 社会）

Ｇ（Ｇｏｖｅｒｍｅｎｔ 企業統治）
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Ⅳ．株主還元
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①成長投資と安定的な株主還元のバランスを志向する。

②成長投資については、研究開発投資、Ｍ＆Ａ投資、設備投資、人財投

資など、中長期的な企業価値の向上の観点から積極的に実行する。

③株主還元については、減配しない安定的な配当政策を継続する。配当

性向30％以上を目指し、利益水準に応じて配当を引き上げていく。

自己株式取得を含む総合的な株主還元を充実させる。

23.  資本政策・株主還元
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24.  配当

2016年11月期は創立120周年記念配当2円を含む１株あたり年間22円を予定

07.11 08.11 09.11 10.11 11.11 12.11 13.11 14.11 15.11 16.11
配当性向 32.0% 36.6% 181.9% 67.1% 44.9% 41.9% 40.8% 38.2% 32.2% 32.4%
総還元性向 33.8% 68.6% 212.0% 115.0% 113.7% 43.9% 41.4% 38.5% 74.5% 32.5%

(円/１株)

（予定）
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Ⅴ．トピックス
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トピックス① メセナアワード2016 「メセナ大賞」 受賞
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トピックス② 戦略商材 「ＭＩＲＡＩＺ」

ウールを超えた「ミライズ」
お客様の声から生まれた高級な学生服素材

ウールなのに家庭洗濯ができる、環境にやさしい新素材です。 インスパイラルスピン製法の糸（Nagaragawa)で出来たウール素材です
※国内特許取得済
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トピックス③ ニッケパークタウン本館リニューアルＯＰＥＮ（10.21）
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トピックス④ 記念株主優待の実施
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トピックス⑤ ニッケグループ ホームページリニューアル

2016年11月30日にニッケグループホームページを
改定しました。 http://www.nikke.co.jp/
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（参 考 資 料）
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（参考） 羊毛相場・為替相場の推移について
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本資料中の業績予想、見通しおよび事業計画についての記述は、本決算発表日現在において入手可
能な情報に基づき作成したものであり、記載された将来の業績を保証するものではありません。

ＩＲに関するお問い合わせは・・・
ニッケ（日本毛織株式会社）

経営戦略センター総務法務広報室
TEL 06-6205-6601


